
可
制
小
院
巻
十
九

向
山
徒
出
候
。
匂
ひ
の
儀
は
宮
方
門
跡
な
ど
成
程
被
朗
報
候
。
武
家
に

て
都
人
女
子
の
如
く
、
衣
類
に
香
を
留
、
設
に
き
か
せ
可
申
・心
底

K

加山平
o

家
中
倒
閣
の
仕
訟
に
心
を
つ
く
し
可
申
阪
本
妥
陀
候
。
家
筋

を
被
思
付
、
委
細
被
仰
山
候
旨
。

て
掃
部
頭
俄
特
別
の
家
筋
に
候
。
先
掃
部
一
周
病
死
に
付
家
替
相
線

被
仰
付
也
候
。
然
ば
別
て
相
恨
可
巾
成
、
大
酒
釘
色
の
儀
被
及
問
召

候
。
御
先
立
を
も
相
勘
候
得
ば
、
共
身
行
跡
大
切
の
依
K
候
。
北
ハ
上

能
代
家
組
常
時
不
調
法
有
之
候
へ
ば
、
怒
功
を
捨
て
致
改
易
の
山
被

及
附
召
候
。
先
制
胆
兵
部
大
腕
御
取
立
の
筋

K
付
.御
旗
本
被
付
也
候
。

度
々
御
用
に
も
相
立
候
者
共
の
子
孫
陀
候
。
拐
部
頭
wM然
の
申
出
来
に

て
も
無
之
、
兄
姉
部
政
存
命
陀
侠
へ
ば
、共
方
俄
衣
男
の
背
中
、
右
家
来

共
傍
諮
問
前
に
候
。
御
用
助
衆
候
出
郵
政
に
候
へ
ば
、
出
家
中
の
者
共
末

々
迄
も
致
憐
啓
.
自
然
御
用
の
節
は
専
ら
御
奉
公
可
相
勤
芯
た
る
べ

き
に
‘
心
懸
滞
く
相
聞
候
。向
後
念
皮
相
恨
み
、
出
現
中
鎖
国
の
仕
也
笠

夜
心
を
懸
可
申
都
民
候
。
家
筋
と
被
思
召
候
陀
付
委
細
被
仰
向
候
官
。

一
〆
有
徳
公
袷
代
大
名
等
へ
論
告

同
年
九
月
廿
六
日
御
披
へ
召
老
中
列
座
、
戸
田
被
州
を
以
て
被
命
御

お
立
如
左
。
披
州
御
一
誠
稲
有
之
候
。

北
ハ
余
中
は

-10 
四

御
譜
代
衆

奏
者
評

寺
一耽奉
行

溜
詩
衆

腕
関
誌
余

菊
間
総
側
荷
数

一、

会
銀
の
節
従
者
多
く
召
逮
巾
事。

商
士
害
問
脱
に
従
者
多
〈
召
漣
候
事
何
の
謂
ぞ
や
。
家
中
計
召
連
候

に
も
あ
ら
宇
、
町
よ
り
奴
の
乎
振
今
棋
風
流
な
る
も
の
を
服
ひ

分
限
不
制
限
の
人
を
召
連
れ
山
首
の
突
を
か
ざ
り
、
他
人
の
凡
分
を

よ
る
と
ば
し
む
る
事
、
無
益
の
箸
の
休
、
向
後
相
恨
可
然
部
。

一
.
凧
人
仕
間
敷
謝。

市
k
w
'
H
M
時
軍
役
人
主
扶
持
せ
宇
し
て
乎
前
家
来
に
町
人
併
の
も

の
を
庖
ひ
相
交
、
軍
役
相
勤
候
段
言
担
問
道
陣
問
、
武
士
の
紫
此
鉢
の

口
問
可
有
俄
陀
蛇
…
之
事
也
。
向
後
道
中
は
不
及
言
.
在
江
戸
中
北ハに

念
皮
共
高
医
師
叫
じ
、
軍
役
の
人
を
致
扶
持
可
相
勤
。
人
不
足
有
之

面
々
は
領
知
よ
り
沼
呼
、
軍
役
の
通
り
召
置
吉
、
居
人
の
糾
竪
相

悦
可
申
事
。

て
世
上
限
鐙
は
椛
現
桜
御
一
糾
徳
之
事
。

-
t
E始
而
A

も
、
治
図
恭
平
の
世

K
逢
ひ
安
楽
陀
位
す
る
背
中

ひ

と
へ

K
東
照
宮
の
御
利
徳
難
有
誌
に
あ
ら
十
干
。
目
掠
商
々
も
先

旭
の
武
功
陀
よ
り
.
今
安
雌
市
民
位
す
る
事
.
父
組
の
武
思
過
分
の
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